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糸魚川駐在 

～糸魚川沿岸で特筆すべき漂着物がありました～ 

  

1 月 30 日に「ダイオウイカが打ち上げられているのではないか？」と言う情報が入り、

情報を基に糸魚川市藤崎の砂浜に急行しました。確かに 10m を超える白い物体が波打ち際

に漂着していました。ものすごい腐敗臭が漂っており、生物の死骸であることは容易に察す

ることができました。しかし、よくよく観察すると、（写真にも写っていますが）白い物体

から骨が突き出ています。ダイオウイカを含む軟体動物には骨がないので、残念ながらダイ

オウイカではなく、皮膚の質感やサイズからクジラ類の死骸ではないかと推察されました。

この死骸は数日後に処分されたと言うことです。 

また、2月 27 日には糸魚川市押上の海岸に大量のイワシが漂着しました（図 2）。体側の

斑紋からマイワシと推察されました。3 年前の 2023 年 2 月にも筒石で大量のマイワシが漂

着しており、今回の件も含めて近隣住民を不安がらせる事態となりました。原因としては、

イルカなどの捕食者に追われたことが一因ではないかと考えられています。 

このような漂着物は安全衛生上問題があったり学術的に貴重であったりするため、もし

発見されましたら、近づかずにご報告ください。 

 

図 1 糸魚川市藤崎の砂浜に打ち上げられた漂着物 

 










